
中央自動車道の笹子トンネル事故を受け実験

コンクリートに金属プレートを貼付け、その境界に本工法を施工した。

金属プレートをコンクリート面より剥がした部分に紫外線ライトを照射

したところ、青白く発光し、亀裂が判読できた。

ひび割れ検出工法

(構造物のひび割れを可視化)

目視可能な表面保護工法

(透明塗膜で中性化・塩害・剥落防止)

新工法
ひび割れ検出機能付き表面保護工法
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比較項目 比較内容 新技術
E来の技術

日常 点検 保 護工法

点検

の異 常検 |Ц 検出 し易さ、見落とし ◎

質 の 点検品質の整 1 D ◎

:業のう 単位 面積 あた りの作 業速 度 ◎ △

「の安全 生 点検時の作 D ○ △

ミの傾向分 変化率の数値化 ○

蓄積 と共 : 結果の数値化と共有化 〇

健全性の診断 J言1, 自全性の診断 質 〇 ◎

本工法によつてもたらされるメリット

災害に強い土木インフラ維持
・保護工法による構造物の自然劣化に対するメンテナンスコストが低減され、安全な道路維持に貢献し、はく落

による事故も低減できる。

予防保全のアセットマネージメント
ロひび割れ点検費用が安価なので、定期点検の頻度を上げられ、構造物の劣化の早期発見が可能となり予防

保全の計画を策定しやすい。

点検費用の削減
・紫外線を照射して日常点検を行うと、点検精度が上がるので、詳細点検の必要な場所を抽出でき、点検すべ

き場所のみが定期点検個所となリコストを低減できる。

・紫外線の照射で、ひび割れが発光するので、点検速度が向上、点検記録もデジタル画像撮影とすれば、点検

記録の時間短縮と人員削減とデータの客観性が得られる。

・ひび割れが発光するので点検者の熟練度が不要となり、未熟練者でも点検が行え、コストを低減できる。

・強力な紫外線照射器を用意すれば、高架橋の床版などを地面から双眼鏡にて点検でき、高所作業車などが

不要となる。

緊急時の点検
・災害時の緊急点検が紫外線ライトと双眼鏡を携帯すれば、誰もが即座に行え、異常が見つかれば、その場で

通行止めをして安全を確保する。


